
筑波大学・人文社会系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(B)（海外学術調査）

2020～2017

人の国際移動をめぐるリージョナルガバナンスの国際比較実証分析

Regional Governance of International Migration: A Comparative Perspective

３０４００６１７研究者番号：

明石　純一（Akashi, Junichi）

研究期間：

１７Ｈ０４５４３

年 月 日現在  ３   ６   ９

円    11,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、人の国際移動をめぐるリージョナルガバナンスの実相を国際的な視点から
究明するものである。国際的な人の労働移動は、受入国政府は当然として、国連機関、地域機構、送出国政府、
国際労働派遣に関わるブローカー、市民社会組織等、様々なアクター間の相互作用と交渉のなかで、秩序付けら
れている。研究成果の一部は、『人の国際移動は管理されうるのか：移民をめぐる秩序形成とガバナンス構築』
ほか、多数の学術研究書、学術論文、国内外における学会報告において公表された。

研究成果の概要（英文）：The present study analyzed the governance structure of international 
relocation, specifically, labor migration in Asia. This four-year research project explored how the 
actions by the governments of sending countries of migrant workers, regional organizations, civil 
society organizations, and other actors, in addition to those by the governments of receiving 
countries, have affected labor migration governance. Some of the research outputs have been 
published in academic journals and books, including "Can International Movements of People Be 
Managed" and also reported at domestic and international scholarly conferences.

研究分野：国際政治／移民研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人の国際移動が活性化は、様々なグローバルな課題をもたらしてている。一例をあげれば、移住労働者の脆弱性
に起因する労働搾取である。既存の研究の多くは、受入国の法制度に焦点を当て、上記の問題構造を明らかにし
よう試みるが、本研究では、送出国側の取組みにも着眼し、その現状と課題を明らかにしている。人の越境や移
住労働者を取りまく環境に影響を及ぼす送出国政府や市民社会組織の役割・機能の重要性は、今後とも増してい
くであろう。本研究は、様々な事例分析を通じて、上記の背景、過程、帰結についての実証的知見を提供するも
のである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
移民・難民の数は、21世紀に入り、史上最多を更新し続けている。この傾向は、国際的
な人身取引、密入国、不法滞在・就労、単独児童移民、移住労働者の搾取、ホスト社会で
の外国人嫌悪や移民の市民的統合、帰還移民や難民の再統合といった諸課題の深刻化を伴
っている。人の国際移動の活性化がもたらす上記諸問題へのアプローチに関して、既存の
学術研究の営みは、専ら、欧米先進国を中心とする移民受入国において立案、実施される
移民政策や入国管理規制を検討の対象としている。あるいは、受入国政府機関の間の連携・
協力体制を取り上げている。 
例えば、初版を 1994 年として、2014 年で第三版を重ねる Hollifield ら編集の Controlling 

Migration: A Global Perspective (Stanford University Press)や、Koslowski 編の Global 
Migration Regimes (Palgrave Macmillan, 2011)には、こうした視座が典型的に現れている。
一方で、受入国側の対応が望む結果を導いていない、という点も広く知られている。この分野
では引用頻度が高い Ghosh 編集の Managing Migration: Time for a New International 
Regime?（Oxford University Press, 2000）や、Betts編集の Global Migration Governance
（Oxford University Press, 2011）には、人の国際移動の管理に関する単一国家主義の限界と、
多国間主義への修正の必要性が述べられている。こうした多国間主義の主張は、そのひとつに、
国連・国際組織の役割の増大を支持する。しかし、難民の保護を例外として、受入国の主権や
裁量的判断に対する介入は困難であるというのが、根強い通説的解釈である。 
こうした問題認識は、外国人労働者が近年急増する日本が含まれるアジアにおいて共有され
ている。とはいえ従来の研究は、アジアでも同様であり、受入国の政策や法制度に問題構造を
読み解こうとするものが主である。そして、受入国政府が立案、実施する広義の「移民政策」
は、移住労働を意図通りに実現させることは難しく、移住労働者の境遇を健全なものとするこ
とも出来ていないという実態がある。本研究では、受入国における移住労働者をめぐる最新の
政策動向を検討しつつも、一方で送出国政府の働きかけにも目を向け、アジアを中心に、越境
労働が制御される背景、過程、帰結を究明することが目指された。 
 
２．研究の目的 
受入国の政策展開とともに、国際機関、地域機構、送出国、市民社会組織等の存在や取り組
みは、国境を越える人の移動、とりわけ労働移動・移住の実態に、どれほどの影響を与えうる
のか。そのうえで、どのような制度が組み立てられ、運用されているのか。アジアにおける国
際労働移動の現実と制度的課題の俯瞰的検討のうえで、人の国際移動をめぐるガバナンスの実
態を実証的に明らかにすることが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、第一に、網羅的な文献研究を基礎とする。文献の対象としては、20 を超える移民
研究に関する専門誌（例 International Migration Review, Asian and Pacific Migration 
Journal, Ethnic and Migration Studies）における各号における関連論文の内容の丹念な検討
に加えて、国際移住機関などの国際機関、ASEAN などの地域機構、アジアにおける受入国・地
域（日本、韓国、台湾、香港、シンガポールなど）及び送出国（フィリピン、インドネシア、
ベトナムなど）の政府関係諸機関、また、移民支援団体を中心とする市民社会組織等が刊行す
る様々な類の書類（ポジションペーパー等）を集め、内容を精査した。一部、アジア以外の地
域、すなわち中南米等を取り上げ、調査を実施した。第二に、現地調査を遂行し、政策立案者
や市民社会組織のメンバーを中心に、インタビュー調査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、各研究メンバーの個別調査により得られた情報と知見を突き合わせ、アジアに
おける人の国際移動の実像、関連国政府の政策動向、越境的なガバナンス構築の現状と課題を
探索した。 
（１）移民政策・外国人（労働者）政策の立案と実施は、領域国家主権が色濃く表れながら、
各国の事情が反映される政策分野である。例えば、日本、韓国、台湾を事例とすれば、同時期
に、外国人労働者政策を導入した三事例であっても、外交や人権といった要素が外国人労働者
の受入れに影響を与え、政策的対応の違いに現れる。 
敷衍すると、従来の主流な説明のひとつであった、受入国における高齢化（人口構成の変化）、
産業構造の変化、教育の高度化といった背景が労働力の海外からの導入の誘因であるという側
面は確認され、その点では外国人労働者の受入れへの転換を説明する Transitional Model の有
効性は確認されつつも、国境の外から労働力を受け入れるスキームには、各国・地域ごとの事
情や制約に由来する特徴が現れる。 
（２）上に領域国家主権と述べたが、海外からの労働者の受入れ政策は受入国の専権事項であ
りつつも、その手段は、送出国との交渉・調整のなかで制度化されていく。自国の労働者の保
護等に関する送出国の政策スタンスや法制度化の推進、また、受入国との外交関係により、受
入れのパターンが変わりうる。 
（３）さらに、前述の国際労働移動の制度化における国内政治力学の重要性も見落とせない。



例えば日本では 2018 年 12 月に「出入国管理及び難民認定法」が改正され（翌年 4月施行）、外
国人労働者の受入れが拡大された。海外からの非熟練労働者の受入れに消極的であった日本政
府の近年の「政策転換」は、国内の政局や政策決定過程の変化についての理解を抜きにしては
説明しにくい。 
（４）アセアンに目を向ければ、地域主義が越境労働のあり方を規定するガバナンスに影響を
与えていることが、本研究のなかで明らかにされている。例えば、フィリピンやインドネシア
といった送出国のスタンスや、労働者の保護という観点から活発な活動を展開してきた市民社
会組織の越境的な働きかけは、ASEAN における越境労働の枠組みに作用した。 
なお、2019 年度末より、新型コロナウイルスの世界的感染拡大の影響を受け、2020 年 3月以
降に予定を組んでいた海外現地調査のすべてがキャンセルされた。これにより研究上の軌道修
正が必要であったが、計画していた学術図書・論文は、ほぼ順調に公刊された。ただし、本研
究の総まとめとして、2020 年度中を予定していた学術図書の刊行については、上述の調査の中
止や、それに伴う編集方針と執筆者の変更により、2021 年度以降に延期することを余儀なくさ
れた。 
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